
環境発電の研究 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

③ 環境発電とその利用方法について 

 

① はじめに 
 電気建築システム科電気コースでは、SGH プログラムのひとつ「Future MINAMATA―未来への提案を探る」にお

いて、省エネルギー、再生可能エネルギーの研究をもとに低炭素社会に向けた様々な取組を行ってきました。その課題に

取り組む中で私たちは「エネルギーの未来」について考えるようになりました。そこで、日本を含め世界が抱えるエネル

ギー問題、その未来について考えていく一つの取組みとして、ＳＤＧs の目標７「エネルギーをみんなにそしてクリーン

に」の達成を目標に掲げ、学習、研究を始めました。そして今回、新たな技術として環境発電（エネルギーハーベスティ

ング）に取り組み、エネルギーの未来を支える、持続可能なエネルギーの開発について考えました。 
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② 研究の目標 

 

・環境発電も含めた持続可能なエネルギー開発に向けた取組 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④ 持続可能なエネルギー開発計画 

⑥ 今後の課題 

 持続可能なエネルギー開発として発電だけでなく省エネ、節電の技術についても取り組む。 

 環境発電技術の実用化に向けて取り組む（出力安定化、蓄電等の技術） 

⑤ 研究の成果 

 環境発電の利用分野について考えることができた（微小な電力をどのように使うか → ＩＯＴ機器の自立電源） 

 持続可能なエネルギー開発計画を立てることができ、電気エネルギーの有効利用について学ぶことができた。 

環境中のエネルギーの発電量に応じて 

最適な利用分野を考え使っていく計画 


